
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2008.7.19„土‟ 会場：Latitude☆P (四谷三丁目駅より3分‟ 

                  

タイ北部の村でHIV に感染しながらも生きる希望を失わない家族の姿を３年間に渡り見つめたドキュメンタリー 

シネマ＆トークライブ 2008  

「Yesterday Today and Tomorrow

~昨日 今日 そして明日へ・・・」 
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共催：タイ女性の友、てのひら～人身売買に立ち向かう会 

協力：Latitude☆P、アジア女性資料センター 

Campus AIDS Interface、バーンサバイ 

後援：財団法人 エイズ予防財団  

助成：財団法人 新宿文化・国際交流財団 

【ご予約／お問い合わせ】 
てのひら～人身売買に立ち向かう会 事務局 

TEL：050-1445-6947  FAX：020-4624-7480  
E-mail: tenohira_ycatip@hotmail.co.jp 
*お申込みの際は、お名前・ご住所・ご連絡先とご希望座席数をご予

約下さい。個人情報はチケットの発送にのみ使わせて頂きます。 

映画上映 10:30～12:00„開場 10：00‟ 

講 演 12:00～12:30 

「タイに帰国する、移住労働女性たちへの支援」 

講演者：大津恵子さん„女性の家HELP 前ディレクター‟ 
 

☆生きるために、さまざまな理由で日本に働きに来る移住労働者の

中でも、特に性産業に身を置いたために、HIV 感染してしまった女

性たちへの支援の現場を、国籍を問わない女性のための緊急避難施

設「女性の家 HELP」での活動からお話しいただきます。 
＊同会場で、北タイの手工芸製品の販売もあります。 

映画上映  18：1０～19:30„開場 １７：30‟ 

トークライブ 20：00～21：00 

「“Yesterday Today and Tomorrow”と共に」 

ゲスト：直井里予さん„本映画監督‟ 

まるさん„みっくす－アウトリーチサービス東京‟ 

森田明彦さん„東京工業大学特任教授‟ 
 

☆映画監督、若者に対するエイズ予防啓発アウトリーチワーカー、ア

ートを用いた人権学習の専門家の立場から、深く語っていただきます。 

午前の会„10：30-12：30‟ 

 

夜の会„18：00-21：00‟ 

 

入場料：各会 \1,500„ワンドリンク付／共催団体会員：￥1,200／ペアチケット 2,600 円‟  

定  員：各会 30名„事前予約制‟   ＊なお、入場料の一部は北タイのエイズの人々のための家「バーンサバイ」に寄付されます。 

 



 

HIV/エイズと共に生きる人々の姿を通して、「生きることを考える」というのがこのイベントのテーマです。 

メインイベントのほかに、ワークショップ„同日・同会場で 14：30-16：00‟もございます。ぜひご参加ください。 

 

―ゲストプロフィール－ 

◆大津 恵子 
アメリカ・シンガポール・タイでの生活のあと、 

1991 年から、外国籍市民のための電話相談事業に従事し、 

「女性の家 HELP」ディレクターも務めた。タイ女性の友代表。 

 

◆直井 里予 
1970 年、茨城県生まれ。バンコク在住。 

アジアプレス・インターナショナル所属。 

1999 年からタイ在住し、ドキュメンタリー映画を製作中。 

  

◆まる 
1984 年、横浜生まれ。悪そうなやつは大体友だち（笑）。 

若者向けの、性感染症などに関する情報提供サービスが、 

若者に知られるようにするための街頭アウトリーチに携わる。 

  

◆森田明彦（右記参照） 

（敬称略・順不同） 

  【会場へのアクセス】 
    東京メトロ丸ノ内線「四谷三丁目」駅 2番出口から徒歩 3分 

「新宿御苑前」駅 2番出口から徒歩 5分 

     〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-13 山崎ビル 4 

TEL/FAX：03-3353-7717  http://www.latitude-p.com/ 

Latitude☆P 

夫から HIV に感染したアンナは、夫を亡くした翌年、村の病院でポムと出会い

結婚。平日は村で魚や蛙などの行商人として働き、農繁期ともなると、農作業

に精を出す。2 人はさまざまな悩みを抱えながらも感情をかきたてることなく、

心穏やかに日々を送る。 

 隣郡に住むボーイは、小学校１年生。体調を崩して休校し、両親が働く果樹

園で一日を過ごす。母親に勉強を教えて貰いながら、再入学の準備中。新学期

から小学校に無事再入学したボーイだが、半年後にエイズを発症し、病院での

入院生活がはじまる。 

 丘陵に囲まれた自然豊かな農村に暮らす２家族の HIV 感染者の生活の中にゆ

っくりと流れる時間、そして「今、この瞬間を生き続ける」姿を通して、生の

根をじっくりと見つめていく。 

監督・撮影・編集 ： 直井里予 

アドバイザー ： 瀬戸正夫、野中章弘、吉田敏浩 

ノンリニア編集 ： スタット・パリライラット、松元義則 

翻訳・字幕協力 ： シリポーン・ルンルアンタンヤ、リポ、 

高杉美和 

製作 ： 直井里予、アジアプレス・インターナショナル  

宣伝協力 ：（有）商援隊 

日本-タイ/2005 年/90 分/タイ語ほか（日本語字幕）/DVD/カラー 

 

ファシリテーター：森田明彦さん„東京工業大学特任教授‟ 
このワークショップでは、人身売買問題と地球環境問題のつながり

をアートワークやビジュアル素材を通じて学び、2050 年のあなたから

今のあなたに向けた「あなたにできること」メッセージを作ります。 

 
森田明彦プロフィール：東京工業大学特任教授。人権思想、アートを使っ

たリサーチ＆ワークショップが専門。人身売買禁止ネットワーク運営委員。

G8 NGO フォーラム環境ユニット・サブリーダー。著書『人権をひらく―

チャールズ・テイラーとの対話』（藤原書店、2005 年 4 月）、『表現アート

セラピーを応用したリサーチ手法の可能性―人身売買被害者の 「〈ほんも

の〉の語り」』（財団法人アジア女性交流・研究フォーラム、2007 年 3 月）。 

 

□日 時：2008 年 7月 19 日„土‟14:30～16:00 

□会 場：Latitude☆P„地図参照‟ 定員：20 名 

□参加費：800 円„共催団体会員：500 円‟ 

□予約先：てのひら～人身売買に立ち向かう会 事務局  
„連絡先は表面をご参照ください‟ 

 

 

 

森田明彦さんプロフィール： 

 

 

 
□参加費：800 円„共催団体会員：500 円‟ 

ワークショップ「2050 年からのメッセージ」 

 


